
 

 

 

2026年 5月 7日 

各 位   
                        

 

地域文化活動助成制度の第 69回助成団体が決定！ 
～「草の根」文化活動をお手伝いしています ～ 

 

株式会社伊予銀行(頭取 三好 賢治)は、第 69 回 地域文化活動助成制度の助成団体を決定しまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

本制度は、愛媛県内で文化活動を継続しておられる皆さま方に対し、活動経費の一部を助成させて

いただくことで、地域独自の伝統文化の継承や地域生活文化の水準向上に寄与することを目的とし

ています。今回は 14先に総額 395万円を助成いたします。 

本制度は 1992年から実施しており、今回分を含め 1,415先へ総額約 2億 7,800 万円超を助成して

います。(「平成 30年 7月豪雨」被災団体対象 特別助成 15先、747万円を含む)。 

 

記 

 

〔第 69回 地域文化活動助成制度の概要〕 

 ○助成団体数     14先 

○助成金額      総額 395万円 

○助成金贈呈式   松山市で開催（詳細は別紙をご参照ください。） 

○助成団体（順不同、敬称略）  

・オペラえひめ（松山市） ・男声合唱団「我夢」（西条市） 

・愛媛リエート吹奏楽団（松山市） ・大洲人形劇サークル「へそ太郎」（大洲市） 

・松山坊っちゃん会(漱石研究会)（松山市） ・朴 仔牛組（西予市） 

・愛媛近世文学研究会（松山市） ・大狩浜五つ鹿保存会（西予市） 

・針田町獅子舞保存会（松山市） ・清水五ツ鹿踊り保存会（鬼北町） 

・志津川獅子舞保存会（東温市） ・川名津神楽保存会（八幡浜市） 

・一人角力保存会（今治市） ・八幡浜史談会（八幡浜市） 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 伊予銀行広報ＣＳＲ室（担当:津田・下川・松野） TEL（089）907-1011 
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【助成金贈呈式】 

 ○日  時  

 2026年 5月 13 日（水） 10：00 ～ 12:30 

 

○場  所  

 ＡＮＡクラウンプラザホテル松山 4階「ダイヤモンドボールルーム」 

 

○式 次 第（予定） 

10：00 出席者紹介 

当行代表挨拶 

10：05 助成金目録・賞状贈呈 

10：25 伊予銀行文化振興顧問団委員祝辞 

10：30 助成団体の活動映像紹介・質疑応答 

11：30 記念撮影 

12：20 閉式挨拶 

12：30 閉式 

  

○出 席 者 

    各助成団体の代表者様 

伊予銀行文化振興顧問団委員 5名 

当行取締役頭取  三好 賢治 

当行取締役副頭取 長田 浩 

当行特別顧問   大塚 岩男 

当行推薦店支店長 

以 上 

 

 

 

 

  

別 紙 



助成団体・助成内容の一例ご紹介 
 

オペラえひめ（松山市） 

 

助成対象: 第 17 回定期公演 

「ヘンゼルとグレーテル」全幕公演開催 

「愛媛県民オペラ」の流れをくむ、アマチュ

アのオペラ団体です。毎年の定期公演のほか、

近年は萬翠荘等で小編成のサロンコンサート

を開催して、本格的なオペラを気軽に楽しめる

機会を提供しています。本年 6月 28日に第 17

回定期公演「ヘンゼルとグレーテル」の全幕公

演を愛媛県県民文化会館で開催します。 

 
 

 

志津川獅子舞保存会（東温市） 

 

助成対象: 太鼓と獅子頭の修理 

東温市志津川地区に伝わる獅子舞を保存伝

承されています。天保 3(1832)年の古文書に記

録が残るこの獅子舞は、一度途絶えましたが、

地域の再興への気運が高まり、保存会の設立と

ともに復活しました。現在は子ども獅子の活動

が中心で、毎年、天満神社の秋季祭礼や東温市

獅子舞大会に参加しており、今後は大人獅子の

舞手となる高校生や若手男性の育成にも努め

ていきます。 

  

一人角力保存会（今治市） 

 

助成対象: 行司衣装の新調 

大山祇神社に 600年以上伝わる神事「一人角

力」を保存伝承されています。目に見えない稲

の精霊と力士が相撲を取り、二勝一敗で精霊が

勝つことで豊作が約束され、秋の収穫に感謝す

るという意味を持つこの神事は全国でも珍し

く、愛媛県の無形民俗文化財に指定されていま

す。後継者不在で一度途絶えたこともあり、後

継者の獲得や育成にも力を注いています。 

 
  

清水五ツ鹿踊り保存会（鬼北町） 

 

助成対象: 太鼓新調 

鬼北町清水地区に伝わる五ツ鹿踊りを保存

伝承されています。鹿面の台座の銘から嘉永

6(1853)年には定着していたとみられ、音楽的

にも江戸時代の原型を留める貴重なものと評

価され、1965 年に愛媛県の無形民俗文化財に

指定されました。人口減少等による中断を乗り

越え、現在は地元の秋祭りやイベントでの披露

のほか、子ども達に踊りを体験させ経験者を増

やす取り組みを行っています。 
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